
➢ 西東京市では、市の大部分が市街地であるため、身近に森林がなく自然に触れる機会が少ない。

➢ このため、友好都市であり林業が盛んな山梨県北杜市と連携し、市のこどもたちが森林の見学・体験学習を通して、森林管理の重要性、
林業の役割、森林と地球温暖化の関係などを学ぶことを目的として、体験型環境学習を実施。

□ 事業内容
北杜市環境学習親子ツアー

市内在住・在学の小学1年生から6年生までの親子を対象に、友好都市

の山梨県北杜市で、二酸化炭素の吸収源となる森林の整備の重要性な

どを学習していただく、北杜市環境学習親子ツアーを開催した。

【事 業 費】285千円（うち譲与税189千円）

【実 績】令和６年11月30日（土）

市内在住の小学生及び保護者 19組38名参加

北杜市親子 30名参加

東京都 西東京市（自治体間連携による環境学習）
木材利用・
普及啓発

（森林伐採見学） （木工時計づくり体験）

西東京市と北杜市は平成17年11月１日から友好都市として交流して

おり、森林環境の豊かな北杜市では、こどもたちに自然の大切さや森

林の役割を知ってもらうため、さまざまな体験プログラムを行ってい

る。そこで、森林環境の保全や森林と地球温暖化の関係などを学ぶこ

とを目的として、両市で連携して環境学習を実施することとした。

□ 取組の背景

（ほうとうづくり体験）

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

①令和６年度譲与額：23,255千円 ②私有林人工林面積（※１）：0ha

③林野率（※１）：0.6％ ④人口（※２）：207,388人 ⑤林業就業者数（※２）：2人

□ 工夫・留意した点

・森林伐採現場の見学を取り入れたことで、自然のダイナミックさを

感じてもらい、関心を持ってもらえるよう工夫をした。

・実際に木に触れてもらうため、間伐材を使用した木工時計づくりを

実施した。

・北杜市の地元食材を活用したほうとうづくり体験を通して、地域の

特徴や名産についても学ぶことができる場とした。

・木工時計づくり、ほうとうづくりについては、北杜市の親子とふれ

あいながら体験を行った。

□ 取組の効果

・参加者にはアンケートの回答を依頼した。全体を通しての満足度が高

く、「森林整備について知ることができて良かった」、「間伐材を使

用した工作ではSDGsに関わることができて嬉しい」といった意見

があり、こどもだけでなく大人の意識向上もみられた。

・森林の役割や地球温暖化対策など、深く考えるきっかけを提供できた。



➢ 西東京市では、木材利用を推進し、森林の整備及びその促進を図る方針。

➢ 令和６年度は、公立学校に国産木材を使用した生徒用の備品を設置した。

□ 事業内容
中学校実験台等導入

田無第二中学校の理科室に国産の木材を使用した机及び実験用流し台を設置。

【事 業 費】8,485千円（うち譲与税4,492千円）

【実 績】実験台（両面流し）10台

実験用流し台（片面）４台

実験用テーブル ４台

東京都 西東京市（公共施設における木材利用）
木材利用・
普及啓発

（第一理科室） （第二理科室）

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

①令和６年度譲与額：23,255千円 ②私有林人工林面積（※１）：0ha

③林野率（※１）：0.6％ ④人口（※２）：207,388人 ⑤林業就業者数（※２）：2人

◇ 基礎データ
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